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※数値が大きいほど市の被害想定に対する相対的危険度が高い
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大栄小学校、大釈迦駅前会館
⑤交通・輸送の困難度 3

⑥災害の危険度 1
広域・一時避難場所 0

・昭和55年以前の木造建物が約半数であるため、建物被害・火災
の危険度が相対的に高い。
・重要水防箇所の大釈迦川が市街地周辺を流れているほか、山地
には急傾斜地、土石流などの土砂災害警戒区域が多数存在して
おり注意が必要である。
・学区内に医療施設が存在しておらず、医療活動の困難度が非常
に高い。被災時には周辺校区との連携が不可欠である。
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③救助活動の困難度 2

2011年3月11日 東北地方太平洋沖地震 市内全域で約1日の停電

台 風 2013年9月15日 台風18号 市内全域で（床上浸水24件/床下浸水128件/一部破損2件)
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大釈迦リハビリ倶楽部

地 震

集中豪雨

①避難の困難度

2012年7月16日 大雨被害 浪岡地区全域で(床上浸水2件/床下浸水35件）
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0 箇所 評価項目 危　険　度

1 0.10% 1 0.10% 0 0.00%
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幼稚園･保育園 1 箇所
大釈迦保育園 自力脱出困難者 1 0.10%

重 傷 者 1 0.10%

病 院 等 0 箇所

1 0.10% 0 0.00% 0 0.00%

1.70%

建 物 焼 失 24 2.91% 0 0.00% 1 0.12% 9 1.09%

死 者 1 0.10%

建 物 全 壊 32 3.88% 8 0.97% 8 0.97% 14
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消 防 署 0 箇所

消防団詰所等 2 箇所
浪岡消防団第10分団、浪岡消防団第9分団

太平洋沖地震入内断層地震

・青森市の西部に位置し、西縁が五所川原市との市境に接する。また、校区の中央を国道7号線と在来線が縦断する。
・隣接小学校区は新庄中央、浪岡北、浪岡野沢。
・周囲を山地に囲まれており、中央部の扇状地に住宅が集中している、北部には建物がほとんど存在しない。
・建物の約半数が昭和55年以前建築の木造建物で占められており、建物が被害を受ける可能性が高い。

市役所、支所、
そ の 他 主 な
公 共 施 設

2 箇所

大釈迦駅前会館、徳長農村センター

警 察 署 1 箇所 徳才子駐在所

54 人

合　　　　　計 1,035 人

地区面積 13.11 ㎢ 面積比 1.6% 人口密度 78.9 人/㎢

313 棟

合　　　　　計 824 棟
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様式1　防災データベース Nｏ. 42

大栄小学校

徳才子(字福田、字船岡、字早稲田、字山本)、長沼
(字小沢、字大沢、字南藤巻、字北藤巻)、大釈迦(字
前田、字沢田、字山田、字山本、字中田、字沢井、
字沢内沢)
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非木造(昭和55年以前) 33 棟

非木造(昭和56年以降) 85 棟

木 造 ( 昭 和 55 年 以 前 ) 393 棟

木 造 ( 昭 和 56 年 以 降 )
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